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１ 久御山町環境政策プロモーション業務（１年目）

１ 概要

久御山町環境基本計画に定めた施策を推進していくため、本町における環境ブラン

ド力の向上と町内外への効果的なＰＲ、施策推進に対する新たな付加価値を創造し、

住民のシビックプライド（まちに対する住民の誇り）の醸成やまちの魅力向上、施策

推進のための協働体制の基盤構築につながるプロモーション事業を実施。

２ 計画上の位置づけ

計画第５章目指すべき将来像の実現に向けた取組「重点目標の設定」

３ 実施期間

令和５年９月１日～令和６年３月 22 日
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４ 事業内容

（１）久御山町環境基本計画等に関する周知・ＰＲ

①スタートアップシンポジウムの開催

環境基本計画を広く周知、ＰＲするためにスタートアップシンポジウムを開催。

（開催概要）

日 時：令和５年 12 月 23 日(土)午前 10 時～12 時

場 所：久御山町役場５階コンベンションホール

参加者数：約 80 名

開催内容：

（１）「久御山町環境基本計画の策定について」

説明：信貴町長

（２）講演①「脱炭素・エネルギー自立と地域社会の発展を目指して」

講師：滋賀県立大学 准教授 平岡 俊一 氏

（３）講演②「身近にできる地球に優しいＥＣＯな暮らし」

講師：環境省登録環境カウンセラー 武本 佳弥 氏

（町長講演の様子）

（有識者講演の様子）
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②ゼロカーボンシティ宣言に関する支援

環境基本計画の基本目標として、2050 年カーボ

ンニュートラルに向けた取組を推進するため、久

御山町において「ゼロカーボンシティ宣言」の表

明を令和６年度に予定し、その支援業務として、

ゼロカーボンシティ宣言の紙面デザイン案を作

成。

③環境基本計画の啓発冊子の作成

久御山町における各種の環境施策を推進する

ためには、久御山町環境基本条例に定める環境政

策の基本理念、方針を広く浸透させるとともに、

環境基本計画を広く周知し、施策に対する理解を

深めることが必要不可欠となる。そのため、これ

らの事を広く周知するための啓発冊子を作成。

・Ａ４版８頁、1,000 部作成。

「わたしのゼロカーボンアクションワークブック」

・内容は、小・中学校等での環境教育やワークシ

ョップ等で活用できるようにイラスト等を多用

したわかりやすい構成とした。

（２）環境ブランド力の向上に向けた基盤づくり

①町内事業者・農業者へのヒアリング調査の実施

久御山町の大きな特徴として、工業と農業の二大産業による「ものづくりのまち」

が挙げられるが、環境基本計画に定める各種の環境施策に取り組むうえで必要とな

る町内事業者・農業者との協力体制の構築及び環境活動と経済活動の双方の発展を

促す新たな付加価値の創出に資する取組として、町内事業者・農業者へのヒアリン

グ調査を実施。

（実施事業者数）

・農業事業者、農業関連事業者 合計４団体（令和５年 10 月に実施）

・事業者、商工会 合計５団体（令和５年 12 月～令和６年３月にかけて実施）
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②環境ブランド化を推進するＰＲロゴ及び啓発品の作成

久御山町を「環境のまち」としてブランド化し、町内外へＰＲするためのプロモ

ーションツールとしてロゴマークを作成し、あわせてそのロゴマークを活用した啓

発品を作成。

・ロゴマークは２点作成。

・ロゴマークを活用した啓発品として、クリアファイルを 500 部作成し、スタート

アップシンポジウム開催時の啓発品として配布。

・ロゴマークを活用したのぼりを 20 旗作成。

ロゴマーク

啓発品（クリアファイル・のぼり）
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（３）環境に関する意識醸成の推進

（４）環境施策の推進主体となる人材（リーダー）の育成

久御山町における環境施策の推進にあたり、住民・町内事業者・その他関係者等に

対する意識醸成を図りながら、自分事として主体的に取り組んでいく人材づくりが重

要となる。ワークショップや環境学習を通じて、環境施策に積極的に取り組む人材づ

くりを進めるため、各種環境教育及びワークショップを実施。

①ワークショップの実施

アンケートでは拾いきれない意見や考え方を共有するとともに、具体的に「どうい

った活動をすればいいのか」「どういった情報を共有していけばいいのか」を考え、実

行するしくみづくりとして実施。

(開催概要)

・開 催 日 時 令和６年２月 16 日（金） 15 時～17 時

・開 催 場 所 久御山町ふれあい交流館ゆうホール２階交流ホール

・参 加 人 数 12 名

・実施テーマ 「はじめる！ゼロカーボンくみやま

～未来の子どもたちにつなぐ、地球に優しい環境～」
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②カードゲーム「2050 カーボンニュートラル」を活用した環境学習の実施

環境基本計画に示す温室効果ガス削減に関する 2030 年目標並びに国の示す 2050

年カーボンニュートラルの達成に向け、脱炭素と経済活動の関係性や地球温暖化防止

の行動変容に働きかけるシミュレーションカードゲームである「2050 カーボンニュ

ートラル」を活用し、ゲームを通じてわかりやすくカーボンニュートラルを学ぶ機会

を創出。

（計画上の位置づけ）

計画第５章目指すべき将来像の実現に向けた取組

「基本目標６ 環境教育・活動の充実」
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（実施概要）

●佐山小学校環境学習

日時：令和５年 12 月７日（木） ９時 30 分～10 時 15 分

10 時 35 分～11 時 20 分

対象：佐山小学校４年１組 26 名、２組 26 名

内容：佐山小学校４年生については、総合学習の時間の中で環境問題に関する学

習を行なっていたことから、児童が課題設定を行なった「地球温暖化」、

「気候変動（異常気象）」、「森林破壊」、「大気汚染」、「海洋汚染」をテー

マに学習を行なった。

●佐山小学校カードゲーム

日時：（第１回目）令和５年 12 月 20 日（水） 10 時 35 分～12 時 10 分

（第２回目）令和６年 1月 26 日（金） 14 時 20 分～15 時５分

対象：佐山小学校５年生 38 名

内容：脱炭素と社会経済の関係性を楽しく学ぶことができるカードゲーム「2050

カーボンニュートラル」を実施。なお、第１回目が好評であったため、担

任教諭から参観日にあわせた実施要請を受けて、第２回目を実施。

54.2 

29.2 

16.7 

2.1 

0.0

0% 20% 40% 60%

すごく分かりやすかった

分かりやすかった

少し難しかった

難しかった

不明・無回答

全体（n=48）

Ｑ 本日の環境学習はどうでしたか。

Ｑ また、こういった環境学習をしたいと思いますか。

93.8 6.3 0.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体（n=48）

またしてほしい してほしくない 不明・無回答
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●久御山町職員環境研修

日時：令和６年２月 14 日（水） 10 時～12 時

対象：久御山町役場職員（当日参加者 37 名）

内容：職員の脱炭素の意識向上を図るため、脱炭素と社会経済の関係性を楽し

く学ぶことができるカードゲーム「2050 カーボンニュートラル」を実施。

Ｑ カードゲームをやってみてどうでしたか。

41.4 51.7 6.9 0.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体（n=29）

すごくおもしろかった おもしろかった おもしろくなかった 不明・無回答

Ｑ カードゲームをまたやってみたいと思いますか。

93.1 6.9 0.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体（n=29）

またやってみたいと思う やりたいと思わない 不明・無回答

Ｑ カードゲームをやってみて、地球温暖化と社会の関係がわかりましたか。

41.4 55.2 3.4 0.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体（n=29）

すごく関係があることがわかった なんとなく関係があることがわかった

よくわからなかった 不明・無回答
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２ 環境基本計画施策推進ワーキンググループ会議（地域新電力事業検討）

１ 概要

令和５年 10 月に策定した久御山町環境基本計画（久御山町地球温暖化対策実行計画

「区域施策編」含む）に定められた各種施策を推進するために、専門の有識者や関係

事業者、住民、関係行政機関等など様々な施策やテーマに応じた構成メンバーを配置

し、施策の効率的・効果的な手法等を検討するための組織として令和５年度に新たに

設置。

２ 計画上の位置づけ

計画第６章地球環境を考えたまちの取組（地球温暖化対策実行計画「区域施策編」）

会議の役割

ＷＧ会議での検討事項

推進体制図
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３ ＷＧ会議委員名簿

４ 令和５年度開催概要

５ 地域新電力事業検討部会における検討概要

◆地域新電力事業を行う意義として、価格的な部分を追求してシェアを増やすことよ

りも再エネを増やすための仕組みとなるかを考えるべき。（卒ＦＩＴやソーラーシェ

アリングに対する電力買い取りの受け皿としての機能を含む）

◆近い将来、再エネの争奪戦がおきることが予想される中で、長期的な視点をもった

政策として進めていくことが重要。

◆地域新電力事業を実施していくうえで最も重要なことは、安定的な電源を確保する

こと。また、公共施設への再エネ設置及び需給契約を基本ベースとした方がよい。

会議／開催日 内容

第１回ＷＧ会議

令和６年１月 29 日

○久御山町環境基本計画及びワーキンググループ会議の趣旨に

ついて

○久御山町における地域新電力事業の検討について

○地域新電力事業に関する先進事例紹介、情報提供について

○意見交換
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１ 久御山町環境の日イベント

１ 概要

久御山町における環境政策の基本理念、方針等を定めた「久御山町環境基本条例」

が令和５年４月１日に施行。その中で６月５日を「久御山町環境の日」と定め、本町

における各種の環境問題、環境施策に関して、住民・事業者・行政が意識を共有する

とともに、環境意識のさらなる醸成を図ることを目的としてイベントを開催。

令和６年度は、水環境をテーマにシンポジウムを開催し、あわせて「ゼロカーボン

シティ宣言」及び「デコ活宣言」を行った。

２ 開催概要

日 時：令和６年６月５日（水）午後２時～午後４時 15 分

場 所：久御山町役場５階コンベンションホール

参加者数：約 100 名

内 容：

（１）ゼロカーボンシティ宣言・デコ活宣言

（２）「水道事業の現状とまちづくりについて」

説明：久御山町長 信貴 康孝

（３）基調講演「世界の水問題と日本の水道」

講師：京都大学大学院 教授 越後 信哉 氏

（４）トークセッション「安全・安心な水環境について」

【コーディネーター】

龍 谷 大 学 教 授 西垣 泰幸 氏

【パネリスト】

京 都 大 学 大 学 院 教 授 越後 信哉 氏

龍 谷 大 学 教 授 阿部 大輔 氏

町上下水道事業経営審議会 委 員 水野 睦乃 氏

久 御 山 町 長 信貴 康孝
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２ 久御山町エコアクション推進事業運営業務（新規事業）

１ 概要

久御山町環境基本計画に定める 2030 年温室効果ガス削減目標及び 2050 年カーボン

ニュートラルの達成のため、住民・事業者等の省エネ行動の促進及び環境意識の醸成

を目的として、環境省が推進する「エコ・アクション・ポイント制度」を開始。

２ 制度内容

エコ・アクション・ポイントとは、環境省が推進する「環境に良い行動をして貯め

る全国共通の環境ポイント制度」となっており、様々なエコ活動に対してポイントが

付与され、専用アプリ上で様々な商品やギフトカード等と交換できる制度。

３ 計画上の位置づけ

計画第６章地球環境を考えたまちの取組（地球温暖化対策実行計画「区域施策編」）
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４ 令和６年度久御山町ポイントメニュー一覧

５ Ｒ６年度の取組経過

R6.5.15：ポイント制度事前登録開始

R 6 . 6 . 5：「久御山町環境の日イベントの参加」で先行ポイント付与

R 6 . 7 . 1：ポイント制度本格運用開始（チラシ全戸配布）

※初期登録者には 500 ポイント付与のキャンペーンを実施

R6.10.20：城南衛生管理組合クリーンパーク折居で開催された「環境ふれあいフェ

スタ」にて、宇治市・城陽市・城南衛生管理組合と連携してＥＡＰの啓

発事業を実施

R6.11.3：70 周年記念イベント「わくわくフェスタ」にてＥＡＰを啓発

６ 令和６年度登録実績
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７ 令和６年度ポイント付与実績

ＥＡＰ 令和６年度ポイント付与実績（令和６年６月１日～令和７年２月 28 日）

８ 全戸配布啓発チラシ
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３ 脱炭素促進補助金の創設（新規事業）

１ 概要

久御山町環境基本計画（久御山町地球温暖化対策実行計画「区域施策編」含む）に

定める温室効果ガス削減目標を達成し、2050 年カーボンニュートラルの実現及び脱炭

素社会の構築に向けた取組として、住民・事業者向け脱炭素促進補助金を創設。

２ 補助金の概要

（１）久御山町ソーラーカーポート導入促進事業費補助金（事業者向け補助）

概要

町内事業所の自社の駐車場等に太陽光発電設備等（ソーラーカーポート）を導入す

ることにより、再生可能エネルギーの利用普及および温室効果ガスの削減を図ること

を目的とする。

なお、本補助金は京都府太陽光発電設備等導入促進事業補助金(以下「京都府補助金」

という。)の上乗せ補助として実施。

補助対象者

町内で事業を営む個人または法人で、京都府補助金の交付決定を受けた者。

補助対象設備等

京都府補助金交付要綱第３条別表に定めるソーラーカーポート及び蓄電池の設置。

※設備費、工事費等を補助対象経費とする。

補助金額

京都府補助金の交付決定を受けた補助対象経費の１/10

(上限金額ソーラーカーポート 20 万円、蓄電池 10 万円)

当初開始日

令和６年 11 月 15 日（金）

Ｒ６補助金交付実績

申請件数：０件 交付金額合計：０円

（計画上の位置づけ）

計画第６章地球環境を考えたまちの取組（地球温暖化対策実行計画「区域施策編」）
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（２）久御山町高効率機器導入促進事業費補助金（事業者向け補助）

概要

町内事業所の既存設備を高効率機器に更新することで、事業活動に伴う温室効果ガ

スの削減を図ることを目的とする。

なお、本補助金は京都府サプライチェーン省エネ推進事業補助金(以下「京都府補助

金」という。)の上乗せ補助として実施。

補助対象者

町内に事業所を有する個人または法人で、京都府補助金の交付決定を受けた者。

補助対象設備等

京都府補助金交付要領第３条に定める高効率の空調・ボイラー・ＬＥＤ照明機器等

の更新。

※設備費、設計費、工事費等を補助対象経費とする。

補助金額

京都府補助金の交付決定を受けた補助対象経費の１/10(上限金額 20 万円)。

当初開始日

令和６年９月 13 日（金）

Ｒ６補助金交付実績

申請件数：１件 交付金額合計：20 万円

（計画上の位置づけ）

計画第６章地球環境を考えたまちの取組（地球温暖化対策実行計画「区域施策編」）
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（３）久御山町住宅用断熱改修等促進事業費補助金（住民向け補助）

概要

町内の既存住宅における断熱改修を積極的に支援することにより、既存住宅の省エ

ネルギー性能の向上を図り、住民生活における温室効果ガスの削減を推進することを

目的とする。

補助対象者

本町に住所を有し、町内の一戸建て住宅に居住している者

補助対象設備等

・高断熱窓

外気に接する既存の窓に対して、高断熱窓である内窓の取付け、外窓の交換・ガ

ラスの交換、外気に接する壁への新たな高断熱窓の取付け。

※高断熱窓は熱貫流率が 4.65Ｗ/㎡・Ｋ以下のもの。

・高断熱ドア

外気に接する既存のドアに対して、高断熱ドアへの交換、外気に接する壁への新

たな高断熱ドアの取付け。

※高断熱ドアは熱貫流率が 4.65Ｗ/㎡・Ｋ以下のもの。

・断熱材

住宅の居室において、外気等に接する全ての壁、屋根、床等への断熱材の設置。

※断熱材は国が定める「住宅の省エネルギー基準」に適合するもの。

・屋根面の遮熱塗装

既存の屋根面の全てに遮熱塗装を行うもの。

※遮熱塗装は日射反射率が 40％以上のもの

※上記の設備購入費、設置・交換費用を補助対象経費とする。

補助金額

各対象設備ごとに、補助対象経費の１/10(上限金額５万円)。

※複数の対象設備が該当する場合の上限金額は合計 20 万円まで。

当初開始日

令和６年９月 13 日（金）

Ｒ６補助金交付実績

申請件数：８件 交付金額合計：36 万３千円
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（計画上の位置づけ）

計画第６章地球環境を考えたまちの取組（地球温暖化対策実行計画「区域施策編」）

（参考）令和６年度全戸配布チラシ
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４ 久御山町環境政策プロモーション業務（２年目）

１ 概要（再掲）

久御山町環境基本計画に定めた施策を推進していくため、本町における環境ブラン

ド力の向上と町内外への効果的なＰＲ、施策推進に対する新たな付加価値を創造し、

住民のシビックプライド（まちに対する住民の誇り）の醸成やまちの魅力向上、施策

推進のための協働体制の基盤構築につながるプロモーション事業を実施。

２ 計画上の位置づけ（再掲）

計画第５章目指すべき将来像の実現に向けた取組「重点目標の設定」

３ 実施期間

令和６年６月 17 日～令和７年３月 21 日
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４ 事業内容

（１）環境施策の推進主体となる人材と協働で進めるゼロカーボンに向けたブランド

基盤づくり

①久御山町における環境ブランド（案）の検討

「久御山町環境基本計画」の趣旨に則り、「環境のまち」としてブランド化して

いくため、本町の工業と農業の二大産業の特性を活かした環境施策を展開するた

めの検討を行う。具体的には、町内事業者・農業者との協力体制の構築及び環境

活動と経済活動の双方の発展を促すため、町内事業者・農業者へのヒアリング調

査を実施。

（実施事業者数）

・農業者、農業関連事業者（京都府山城北農業改良普及センター）

合計３団体（令和６年 10 月にかけて実施）

・町内事業者 合計２団体（令和６年 10 月にかけて実施）

②協働で進める環境ブランドの構築

町内の飲食店、事業所から出され

る食品廃棄物を農業者やＮＰＯ法人

が再利用する食品リサイクルを循環

させるための新たな取組を行う。

町内でこども食堂やカフェを営む

「のこのこ村」（運営：ＮＰＯ法人ひ

と・まち・ジャンクション）と連携し、

食品廃棄物の循環体制を構築するた

め、コンポストバッグを活用した事業

を実施。

（令和６年 12 月 20 日バッグを５個提供）
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③地域新電力事業の検討に関する一部調査の実施

エネルギーの域内経済循環を高めるため、地域内の電力を地域の事業所等が主

体となって小売電気事業を営む「地域新電力」の取組を進めるにあたり、想定収

支等を算定し、実現可能性を検討する。

※詳細は後述の「５環境基本計画施策推進ワーキンググループ会議 ３－２地

域新電力事業における検証結果」にて記載

④環境施策を主体的に取り組む人材の掘り起こし

令和５年度に実施した人材発掘の取組をふまえ、引き続き、ワークショップ・

ヒアリング等を通じて環境活動に主体的に取り組む人材の育成、発掘を行う。

（実施概要）

①「マハロマルシェ」ヒアリング

（令和７年２月 14 日（金））

町内でイベント等の開催を活発に実施されている「マハロマルシェ」にヒアリ

ングを実施。環境の取組として、フリーマーケットによる衣服のリサイクルや環

境イベント等でのＰＲなどの協力は可能。

⇒令和７年４月 20 日に同団体が主催する「久御山コミュニティ祭り」におい

て環境啓発ブースを出店しＰＲを行う。

②「ひと・まち・ジャンクション、ＫＵＭＩＤＡＮ」ヒアリング

（令和７年２月 18 日（火））

町内でこども食堂等を運営されている「ＮＰＯ法人ひと・まち・ジャンクシ

ョン」及び久御山中央公園の利活用などをテーマに活動されている「ＫＵＭＩＤ

ＡＮ」にヒアリングを実施。

環境の取組としては、「みんな自分達が楽しいからこそ続けられる」というこ

とが重要。また、「太陽光発電やＥＶ車の普及がゼロカーボンに直結しやすいの

だろうが、費用的な面が問題となるため、コンポストバッグのように小さなこと

から実践していくことが久御山町らしい」との意見があった。

③「京都文教大学 KminK（クミンク）」ヒアリング

（令和７年２月 21 日（金））

京都文教大学の学生団体である「KminK（クミンク）」にヒアリングを実施。

KminK は、久御山町の自治会活性化の取組のほか、総合計画やかわまちづくり

など各種の事業に参加しており、環境の取組に関しては、３月中～下旬にワーク

ショップを実施予定とし、特に若年層に訴求する取組をともに検討する方針とし

ている。



27

（２）環境に関する意識醸成の推進

①町内小学校等における環境学習の実施

（実施概要）

●御牧小学校カードゲーム

日時：令和６年 12 月 20 日（金）

対象：御牧小学校４年生

内容：脱炭素と社会経済の関係性を

楽しく学ぶことができるカー

ドゲーム「2050 カーボンニュ

ートラル」を実施。

●佐山小学校環境学習

日時：令和６年 10 月 30 日（水） 10 時 40 分～11 時 25 分

対象：佐山小学校４年１組・２組

内容：令和５年度と同様に、総合学習の時間の中で環境問題に関する学習を行

なっていたことから、児童が課題設定を行なった「地球温暖化」、「気候

変動（異常気象）」、「森林破壊」、「大気汚染」、「海洋汚染」をテーマに学

習を行なった。

●佐山小学校カードゲーム

日時：令和７年３月 13 日（木） 13 時 35 分～15 時 10 分

対象：佐山小学校５年１組・２組

内容：脱炭素と社会経済の関係性を楽しく学ぶことができるカードゲーム「2050

カーボンニュートラル」を実施。

●東角小学校カードゲーム

日時：令和７年２月 25 日（火） ８時 40 分～10 時 15 分

対象：東角小学校５年１組・２組

内容：脱炭素と社会経済の関係性を楽しく学ぶことができるカードゲーム「2050

カーボンニュートラル」を実施。
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●中小企業家同友会カードゲーム

日時：令和７年２月 20 日（木）

18 時 30 分～21 時 00 分

参加：同友会会員企業 21 社 23 名

内容：久御山町、八幡市の中小企業

経営者で構成される「中小企

業家同友会八幡久御山支部」

と連携し、事業者の環境に対

する意識醸成を目的にカー

ドゲーム「2050 カーボンニ

ュートラル」を実施。

●久御山町職員環境研修

日時：令和６年 11 月 21 日（木） 10 時～12 時

対象：久御山町役場職員（当日参加者 32 名）

内容：令和５年度に引き続き、職員の脱炭素の意識向上を図るため、脱炭素と

社会経済の関係性を楽しく学ぶことができるカードゲーム「2050 カーボ

ンニュートラル」を実施。
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（３）環境政策周知業務

①「地球温暖化防止啓発リーフレット」の作成

例年、京都府と合同で実施する「地球温暖化啓発イベント」（イオンモール久御

山で実施）や町主催の各種イベント、学習会等で配布するリーフレットを作成し、

地球温暖化防止啓発及び町内外への環境施策のＰＲを行う。

・作成部数 1,000 部

②「ゼロカーボンくみやまのステッカー」の作成

本町を「環境都市くみやま」として、町内外へ広くＰＲするため、「ゼロカーボ

ンくみやま」のロゴマークが入ったステッカー及びマグネットを作成。

ステッカーについては、食品ロス削減京都府連携事業等（後述）に協力いただ

いた店舗等に配布し、掲出を依頼。

ステッカー100 部 マグネット 500 部
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（４）京都府立大学地域貢献型特別研究（ＡＣＴＲ）との連携

京都府内の地域振興や産業・文化の発展等に貢献することを目的として、京都

府立大学が行う地域貢献型特別研究（ＡＣＴＲ）について、環境に関する実態把

握や今後の施策を検討するための各種調査等に取り組む。

※詳細は後述の「７ 京都府立大学地域貢献型特別研究（ＡＣＴＲ）事業（連携

事業）」にて記載。
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５ 環境基本計画施策推進ワーキンググループ会議

（地域新電力事業検討部会〔２年目〕・次世代自動車普及促進部会〔新規事業〕）

１ 概要

令和６年度環境基本計画施策推進ワーキンググループ会議は、令和５年度に引き続

き、地域新電力事業を検討する「地域新電力事業検討部会」を２回開催。あわせて、

ＥＶ車等の次世代自動車の普及・促進を検討する「次世代自動車普及促進部会」を１

回開催した。

２ ＷＧ会議委員名簿

３ 地域新電力事業検討部会の開催概要

開催日 内容

第１回

令和６年５月 28日（火）

○前回のワーキンググループ会議の振り返りについて

○久御山町における地域新電力事業に関する考え方について

○地域新電力事業の検討に関する今後の進め方について

○意見交換

第２回

令和７年２月７日（金）

○久御山町における地域新電力事業の実現可能性に係る一部

調査結果について

○地域新電力事業に関する今後の検討について

○意見交換

地域新電力事業検討部会 次世代自動車普及促進部会
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３－１ 地域新電力事業検討部会における検討概要

◆事業の安定経営を実現させるためには電源確保が重要。卸電力市場のみに頼ると変

動が激しいため、安定経営は難しい。

◆事業の経営が成り立つラインとしては、一般的に販売先契約電力が４～６ＭＷ程度

必要と考えられる。

◆地域新電力事業の実現可能性についての一部調査が必要。

⇒令和６年度の環境政策プロモーション業務の中で一部調査を実施。

３－２ 地域新電力事業における検証結果

事業採算性検証の前提

（１）電源確保

久御山町内でメガソーラーなどを展開する遊休地等がないため、自立的に多く

の再エネの調達が難しいと考えられるため、域内の卒ＦＩＴ電力の活用を前提と

する。

（２）顧客獲得パターン

検証上の顧客獲得パターンは以下の３パターン

パターン①：「公共施設」のみ

パターン②：「公共施設」＋「民間低圧」（住宅など）

パターン③：パターン②＋「民間高圧」（工場など）
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（３）採算性検証結果

検証の結果、３パターン全てにおいて各５年間で黒字化になることはないこと

が判明。要因としては、

（１）規模が小さい＝売上げが少ない（検証結果から損益分岐点は約 3.4 億円）

（２）安価な自前電源が少ない

３－３ 今後の検討の方向性

◆事業規模や電力調達の関係上、町単独での事業運営は難しいと考えられる。そのた

め、周辺市町村やごみ発電を有する城南衛生管理組合との連携の可能性を模索する。

◆既存の地域新電力事業者のＢＧ（バランシンググループ）となることなどを検討。
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４ 次世代自動車普及促進部会の開催概要

４－１ 計画上の位置づけ

計画第６章地球環境を考えたまちの取組（地球温暖化対策実行計画「区域施策編」）

４－２ 次世代自動車普及促進部会における検討概要

◆ＥＶ車の普及については、充電インフラの整備が不十分であること、長距離走行が

できないこと、車両価格が高いことなどが課題となっているが、近距離移動への活

用や夜間に充電を行うなど、生活の行動変容や使い方を考えれば十分に利便性の高

いものとなる。

◆まちづくりセンターや役場など地域の交流拠点として住民に来てもらいたいのであ

れば、ＥＶ充電設備の設置は必要と考えられる。

◆車両価格がどんどん高くなってきている現状の中で、補助金制度の創設を検討する

必要がある。

◆ＥＶ車の購入の際に充電設備の問題が一つのハードルになっている。補助金等によ

りハードルを下げることは重要。また、補助金については、ディーラー等と連携し

ＰＲすることが必要である。

◆ＥＶ車の普及促進とあわせて、町内の交通利便性の向上を図る必要がある。公共交

通への移行などにより、自動車に頼らない生活への変容を促すことで脱炭素につな

がる。

開催日 内容

第１回

令和６年 11月６日（水）

○久御山町環境基本計画施策推進ワーキンググループ会議

（次世代自動車普及促進部会）の趣旨について

○次世代自動車の普及に関する近年の情勢について

○久御山町における次世代自動車の普及促進に関する検討に

ついて

○意見交換
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６ ＬＥＤ一斉導入事業（新規事業）

１ 概要

久御山クールドミノ戦略（久御山町地球温暖化対策実行計画 事務事業編）第５期

計画の取組として、2027 年末の蛍光灯の製造・輸出入禁止を受けて、役場庁舎をはじ

めとする公共施設群の照明等のＬＥＤ化一斉導入事業を推進。

本事業により、エネルギーコスト及び温室効果ガスの効率的な削減を目指す。

各課のＬＥＤ化事業参加意向

及び公共施設のＬＥＤ進捗状況

今後の想定スケジュール
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７ 京都府立大学地域貢献型特別研究（ＡＣＴＲ）事業（連携事業）

１ 概要

京都府立大学で実施されている地域貢献型特別研究（ＡＣＴＲ）の採択を受け、久

御山町の住民・事業者を対象にアンケート調査を実施。調査結果をもとに今後の施策

の検討材料とする。

２ アンケート調査

○住民アンケート調査

実施期間：令和７年２月 １日（土）～２月 14 日（金）

令和７年２月 28 日（金）～３月 12 日（水）※追加調査

調査手法：広報くみやま２月１日号にアンケート調査依頼文書を挟み込み、町内全

戸配布（6,517 戸）及びＬＩＮＥ配信により周知。ＷＥＢによる回答

主な調査内容：行政の環境の取組に対する満足度や関心度（選択式）

日常生活の中での省エネ行動の実践（選択式）

○事業所アンケート調査

実施期間：令和７年１月 22 日（水）～２月７日（金）

調査手法：久御山町商工会に会員企業情報を提供いただき、582 社に対して調査依

頼文を送付。ＷＥＢ、ＦＡＸによる回答

主な調査内容：省エネ推進、再エネ導入を進めるうえで事業者が求めるもの（選択式）

事業所の太陽光発電導入状況（選択式）
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８ その他（連携事業）

（食品ロス削減京都府連携事業・ファミリーマートフードドライブ連携事業）

１ 食品ロス削減京都府連携事業（食品ロス削減に向けた専門家派遣事業）

（１）概要

京都府が実施する食品ロス削減事業の一環として、事業系一般廃棄物の大規模排

出事業者となるスーパー等を対象に、専門家による廃棄物の減量アドバイス及び再

生利用の働きかけを行う「専門家派遣事業」の採択を受けて、京都府と本町の連携

事業を実施。

（２）実施期間

令和６年８月 27 日（火）～令和７年３月 17 日（月）

（３）調査対象店舗

久御山町内のスーパー４店舗

（４）事業内容

①各店舗への食品廃棄に関するアンケート

②専門家による現地視察、ヒアリング

③廃棄物減量に関する提案実施

・手前取りの試験的導入や見切り品ＰＯＰの工夫

・販売期限の試験的延長

・小幅値引きの実施改善

・余剰食品のフードバンク・ＮＰＯへの寄贈検討 など

（５）事業結果

・大手スーパーチェーンにおいては、すでに食品ロスにおける取組を実施されて

おり、食品廃棄物等の実態は概ね把握されているが、一方で販売期限の延長な

どは本社による統一的な運用が定められているため、各店舗における自由な取

組が難しい状況となっている。

・一方、小・中規模事業者においては、そもそも食品廃棄物の実態把握が不十分

であり、また、各店舗における取組は店長等の責任者に委ねられているケース

が多いが、少人数で店舗を運営していることから新たな取組は業務負担につな

がることから実践が難しいといった回答となった。
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（６）その他

今回の事業で協力をいただいた店舗に対し、環境政策プロモーション業務で作成

した食品ロス啓発ステッカーを配布。
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２ ファミリーマートフードドライブ連携事業

（１）概要

久御山町では、食品ロス削減推進事業の一環として、「フードドライブ事業」を実

施しており、提供いただいた食品を町社会福祉協議会やこども食堂を運営している

ＮＰＯ法人等へ提供している。

令和６年度においては、全国でコンビニチェーンを展開する株式会社ファミリー

マートと「食品の提供に関する合意書」を締結し、町内３店舗のファミリーマート

で回収した食品を町を通じて各種福祉団体等へ提供する取組となっている。
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９ 令和５・６年度事業における課題と検証

環境政策プロモーション業務

・令和５年 10 月の計画策定以降において、環境政策プロモーション業務を通じて、環

境意識の醸成、町内外への PR 及び人材の育成・発掘に取り組んできた。

・環境学習については、各学校、生徒ともに概ね好評となっているが、町内３小学校

とも同じ方針、方向性をもって学習する環境整備が重要となることから、カリキュ

ラムに組み込むなどの持続的な取組が必要となる。

・町内外へのＰＲについては、イベントや広報誌等での見せ方を工夫するとともに、

啓発品等の活用により、今後も効果的なＰＲを図っていきたい。

・人材育成・発掘については、個人レベルからの育成は非常に難しい部分があり、積

極的に活動されている団体とともに環境施策の取組の輪を拡げていくなどの工夫を

行う。

・農業と工業の二大産業に対する脱炭素の取組、ブランド力の向上については、ヒア

リングを通じて課題が浮き彫りとなっている。町内事業者においては、大企業と中

小企業等では、脱炭素の意識・取組に大きな温度差があり、特に中小企業等では、

脱炭素に関する設備導入のコストの問題や事業活動へのメリットを見出せないとい

った意見が多くあった。（「取引先に求められない限り特段の対応は考えない」など）

・農業者においては、さらに顕著であり、環境負荷の低減につながる資材の活用など

はコストが高く、経営的に見合わないなどの意見が多くあった。

エコアクションポイント推進事業及び脱炭素促進補助金の創設

・ＥＡＰ（エコアクションポイント）事業及び脱炭素促進補助金については、計画に

基づき令和６年度に新規事業として創設したが、2030 年目標の達成及び 2050 年カー

ボンニュートラルの実現のため、明確なインセンティブを与える事業として効果的

な事業であると考える。

・今後は、ＥＡＰ（エコアクションポイント）事業の登録者を増やす取組を実施する

とともに、脱炭素促進補助金についても積極的な周知・広報を行いたいと考える。

・また、ＥＶ等の次世代自動車の普及促進のための新たな補助金についても次年度以

降に検討を実施していく。

地域新電力事業の検討

・地域のエネルギーマネジメントを担う「地域新電力事業」の検討については、事業

採算性の検討を行った結果、久御山町単独での実現は非常に厳しい結果となったが、

周辺市町や既存の地域新電力事業者との連携など、新たな可能性を模索・検討して

いきたい。
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その他
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１ 計画に定める温室効果ガスの削減に関する検証について

１ 環境基本計画（地球温暖化対策実行計画「区域施策編」含む)に定める計画目標

２ 自治体排出量カルテからみる削減量の比較

令和元年（2019 年度）の排出量 令和３年度（2021 年度）の排出量

（環境基本計画の策定時の積算） （最新版自治体排出量カルテから抜粋）
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３ 環境基本計画における数値目標の検証

本町の区域施策編における温室効果ガスの削減目標値の積算については、太陽光発電

をはじめとした再エネ導入率や次世代自動車の普及率など、各種の目標値を定めて「積

み上げ方式」での算定となっている。

その中で、アンケート由来の削減積み上げも含んでいるため、温室効果ガスの削減量

の詳細数値の算出は令和８（2026）年度に中間検証を実施する予定としている。

中間検証の実施


